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優勝の喜び
信州安曇野ハーフマラソン・プレ大会
安曇野ランニングフェスタ　女子の部・優勝

（10 月 12 日）
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スタート会場へ集まるランナー

拾ヶ堰沿いを走る沿道でランナーに声援を送る皆さん

給水ポイントで出迎えるボランティアの皆さん

万水川沿いを走る

入賞者にメダルを渡す齊藤実行委員長

宮澤市長の号砲により一斉にスタート　

建設中の新本庁舎前を走る

応援ポイントで太鼓による応援沿道の声援を受けてスタート地点を次々と駆け抜けるランナー完走記録証を受けとるランナー 仲間と一緒に笑顔のフィニッシュ

２
０
１
４
安
曇
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ

ス
タ
（
市
や
市
商
工
会
な
ど
実
行
委
員

会
主
催
）
が
10
月
12
日
、
12
月
完
成
予

定
の
市
役
所
新
本
庁
舎
東
側
を
発
着
点

と
す
る
約
21
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
周
回
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
来
年
の
市
制
施
行
10

周
年
記
念
事
業
「
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」
の
プ
レ
大
会
と
し
て
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
９
７
３
人

が
参
加
。
午
前
8
時
の
号
砲
と
共
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
拾
ヶ
堰
や

穂
高
川
、
万
水
川
沿
い
の
道
を
通
り
、

途
中
、
田
園
風
景
や
ワ
サ
ビ
田
な
ど
の

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
秋
晴
れ
の
安
曇
野
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
小
旗

を
振
っ
て
応
援
。「
頑
張
れ
」「
あ
と
少

し
」
な
ど
と
ラ
ン
ナ
ー
に
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
コ
ー
ス
の
途
中

に
は
、
応
援
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、

太
鼓
や
よ
さ
こ
い
に
よ
る
演
奏
や
演
舞

が
行
わ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
を
励
ま
し
ま
し

た
。当

日
は
、
９
６
８
人
が
完
走
。
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
後
、
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、
完
走

記
録
証
と
完
走
賞（
安
曇
野
産
リ
ン
ゴ
）

が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
温
か
い
豚
汁
や

お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
の
本
大
会
は
平
成
27
年

6
月
7
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

特集

信州安曇野ハーフマラソン・プレ大会
2014安曇野ランニングフェスタ
ランナーと市民が一体に

声援を受け、
秋晴れの安曇野を満喫！
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安
曇
野
の
人
の
力
、
地
域
力
で

ラ
ン
ナ
ー
を
お
も
て
な
し

大
会
で
は
会
場
運
営
や
給
水

ポ
イ
ン
ト
、
コ
ー
ス
整
理
の
ほ

か
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
会
に
参
加
す
る
ラ
ン

ナ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
安
曇
野
の

特
産
が
振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
り
ラ
ン
ナ
ー
を
も

て
な
し
ま
し
た
。

地元産の食材を使用
あづみの丸ごとラン
チボックスを考案
市商工会、松本大学・南
安曇農業高校が連携し、
信州サーモンやリンゴな
どを使ったランナー向け
のサンドウィッチ弁当を
考案。当日販売しました。

おいしいリンゴやお米をランナーに
安曇野の特産を振る舞う
スタート会場では、ぬかくどで炊いたおにぎりなどがラ
ンナーに振る舞われたほか、安曇野産のリンゴが完走賞
として手渡されました。

男子優勝
小林大

ひ ろ き

起さん（松本市）
沿道で応援を受けながら、初めて
開催されたマラソン大会で優勝で
きて嬉しいです。

女子優勝
 表
おもて

　知
ち ふ み

史さん（松本市）
安曇野の田園風景を満喫できまし
た。沿道の皆さんの温かい声援に
後押しされ走ることができました。

沿道整備や
応援グッズづくり
で大会に備える
コース沿線では、各
地域の皆さんが草刈
りなど沿道整備を行っ
たほか、市内の保育
園・幼稚園の園児の
皆さんが応援用の小
旗を作り大会に備え
ました。

コースを草刈り
年間を通じ、穂高川沿いなどの環

境整備を行っています。大会に合わ
せて約 40 人で草刈りを行いました。
等々力町はワサビ田などもあり景色
が良い場所です。大会当日、ランナ
ーには気持ちよく走ってもらえれば
と思っています。

コース整理員として参加
今回、自分自身はランナーとして

走ることはできませんが、これだけ
の大きな行事に市民として参加でき
ないかと思い、ボランティアに申し
込みました。来年はランナーとして
参加してみたいですね。

ランナーのお父さんを応援
お母さんの出身が安曇野市です。今

日は、お父さんが走るので家族みんな
で応援しました。旗を振って応援する
のがとても楽しかったです。

等々力町環境保全会

黒
くろいわたくろう

岩卓郎さん
（穂高）

市民ボランティア

大
お お や ひ ろ ゆ き

谷博之さん
（豊科南穂高）

沿道で応援

鴨
か も い

井　岳
がく

くん
（長野市）

ボランティアの皆さんが、フィニッシュしたランナーを出迎えた

保育園・幼稚園児が作った応援用小旗

コース沿道の草刈り

開会式であいさつする宮澤市長

市民ボランティア・沿道応援の皆さんの声

●大会結果市長から市民の皆さんへ

安曇野の自然や人の魅力を皆さん
と共に全国へ発信していきます

大会当日は、関係する皆さまのご理解、
ご協力をいただき、大盛況の内に無事終
了することができました。大変ありがと
うございました。

アンケートでは多くのランナーから
「素晴らしいコースで安曇野を満喫する
ことができた」といった、高い評価をい
ただきました。

特に、ボランティアに携わっていただ
いた皆さんの笑顔や、ランナーを元気づ
けるために、市民の皆さんによる小旗を
振っての沿道応援に加え、よさこいや太
鼓、オカリナの演奏、給水所やゴール地
点でのおもてなしに「大変満足」との声
もいただきました。

このプレ大会を通じ、安曇野の人の力、
地域力をあらためて感じるとともに、安
曇野の自然や魅力を全国に発信すること
ができました。

協賛いただいた企業や団体、応援やボ
ランティアに参加いただいた大勢の皆さ
まから、このプレ大会を支えていただきま
したことに、心より感謝を申し上げます。

市制施行 10 周年となる来年の 6 月 7
日に行われる本大会には、全国からより
多くの皆さんが安曇野を訪れます。安曇
野の自然や魅力を皆さまと共に発信して
まいります。

【男子入賞者】 【女子入賞者】
順位 氏　　　名 順位 氏　　　名

1 小林　大起 （松本市） 1 表　　知史 （松本市）
2 澤渡　知成 （長野市） 2 小穴智恵美 （安曇野市）
3 丸山　純一 （安曇野市） 3 腰原　菜水 （安曇野市）
4 内川　　隆 （安曇野市） 4 倉田智枝子 （箕輪町）
5 榛葉　雄大 （松川村） 5 鶴見みゆき （安曇野市）
6 胡桃沢文彦 （松本市） 6 枝　美沙希 （松本市）
7 小林　正次 （安曇野市） 7 腰原　可与 （安曇野市）
8 藤原　克幸 （安曇野市） 8 大嶋　淳子 （安曇野市）

大会順位（敬称略）
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病
気
は
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
生

活
習
慣
病
の
多
く
は
、
重
症
化
す
る
ま

で
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特

徴
で
す
。

ご
自
身
の
体
の
状
態
を
知
り
、
病
気

を
予
防
す
る
た
め
に
年
に
１
回
は
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
質
を
保
つ

毎
年
特
定
健
診
を
受
診
し
、
必
要
な

ら
ば
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
り
、
治
療

を
受
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
の
大
き
な
病
気
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
気
を
予
防

で
き
れ
ば
、
生
活
の
質
も
保
た
れ
、
医

療
費
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

健
診
結
果
に
応
じ
て
保
健
指
導
が
行

わ
れ
、
保
健
師
・
栄
養
士
が
生
活
習
慣

改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

都
合
に
合
わ
せ
た
４
つ
の
受
診
方
法

現
在
、
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被

保
険
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
よ
う
、
4
種
類
の
受
診
方
法
が
あ
り

ま
す
。
年
度
内
（
４
月
１
日
～
翌
年
３

月
31
日
）
に
１
つ
を
選
択
し
て
受
診
で

き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
に
よ
り
、

実
施
時
期
や
検
査
項
目
、
自
己
負
担
額

が
異
な
り
ま
す
。（
表
１
）

勤
務
先
で
受
け
た

診
断
結
果
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す

職
場
で
健
康
診
断
を
受
け
た
場
合

は
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
診
結
果
の
写
し

を
お
近
く
の
支
所
地
域
課
市
民
福
祉
担

当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診

結
果
に
応
じ
て
保
健
指
導
が
行
わ
れ
、

保
健
師
・
栄
養
士
が
生
活
習
慣
改
善
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
穂
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

区分 内容 助成金額

人間ドック
日帰り 最大 2 万 5,000 円

１泊２日 最大３万円

脳ドック 特定健診を兼ねる 最大２万円

医療機関名

受診区分

人間ドック 脳ドック

日帰り １泊 特定健診を
兼ねる

市 
内

安曇野赤十字病院
472・3170 ㈹ ○ － ○

穂高病院
481・1011 ○ ○ －

高橋医院
482・2561 ○ ○ －

須澤クリニック
482・2993 ○ － －

おひさまクリニック
488・7692 ○ － －

市 
外

相澤健康センター
434・6360 ○ ○ ○

丸の内病院
428・0055 ○ ○ －

松本協立病院
435・0479 ○ ○ －
松本市医師会
医療センター診療所
435・4997 ㈹

○ － －

安曇総合病院
40261・61・1181 ○ ○ ○

松本市立病院
492・7106 ○ ○ ○
長野県健康づくり事業団
長野健康センター
4026・286・6409

○ － －

藤森病院
433・3672 ㈹ ○ ○ －

一之瀬脳神経外科病院
448・6600 － － ○

城西病院
433・6400 ㈹ ○ ○ ○

種類 場所 期間 対象者 検査項目 自己負担額 申し込み・申請方法

１ 特定健診
（集団健診）

市内各保健
センター

本 年 度 は、
終了しまし
た。 平 成 27
年 は 5 月 ～
8 月 ご ろ 行
います。

35 歳以上 74
歳の国保被
保険者

問診・身体計測・
血圧測定・診察・
血液検査・尿検査・
心電図・詳細健診

（眼底）
1,000 円（年度末年
齢 が 40 歳・50 歳
の人は無料）

平成 27 年度分は、2 月
末ごろ郵送する「各種
検診申込み票」の特定
健康診査で申し込みく
ださい。

２ 特定健診
（個別健診）

市内の取り
扱い医療機
関
※表 2

平 成 27 年 2
月28日まで

年度末年齢
40 歳以上 74
歳の国保被
保険者

問診・身体計測・
血圧測定・診察・
血液検査・尿検査・
心電図

受診を希望される人は、
国保年金課にお問い合
わせください。

３ 通院治療者
特定健診

問診・身体計測・
血圧測定・診察・
血液検査・尿検査

無料
※定期的な通院治

療を同時に行っ
た場合、治療に
よる自己負担が
発生する場合が
あります。

8 月中旬ごろ、「医療機
関受診結果受領票」（黄
色の用紙）を送付しま
した。再発行が必要な
人は、国保年金課にお
問い合わせください。

４
人間ドック、
特定健診を兼
ねた脳ドック

人 間 ド ッ
ク・脳ドッ
クが実施で
きる医療機
関

通年

国保税に滞
納のない世
帯に属する、
35 歳以上 74
歳の国保被
保険者

医療機関の実施項
目

国保助成額との差
額
※表 4
※表 3（市契約医

療機関）以外で
受 信 す る 場 合
は、全額を支払
い、 後 日 助 成
金請求を行いま
す。

医療機関予約後、受診
日のおおむね 1 ヵ月前
から前日までに各支所
地域課市民福祉担当窓
口で助成申請をしてく
ださい。
●持ち物　人間ドック

または脳ドック案内
通知（受診医療機関
発行）・国民健康保険
証・印鑑

　

ご
自
身
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に

　

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
は
、
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
な
ど
か
ら
、
自
分

自
身
の
体
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
け
て

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
こ
を
改
善
し
た
ら
い
い
の

か
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

●４つの受診方法（表１）

豊　

 

科　

 

地　

 

域

石田医院
中村内科医院
鶴見医院
神谷小児科医院
こうの内科循環器科
こばやし内科クリニック
山田医院
安曇野赤十字病院
丸山内科クリニック
土屋クリニック
楢本内科医院

穂　

 

高　

 

地　

 

域

古川医院
根津内科医院
小田切医院
高橋医院
穂高ハートクリニック
武田内科クリニック
穂高病院
中田医院
百瀬医院
追分クリニック
信濃内科循環器科医院

※個別健診は行っていません。
須澤クリニック
柏原クリニック
村山医院

三
郷
地
域

木暮医院
中萱医院
たかはしクリニック
白木医院
池田医院

堀
金

地
域

和田医院
ヴェリタス堀金診療所
米倉医院

明
科
地
域

上條内科医院
平林医院
塔の原内川医院
伊藤医院
やざき診療所
宮澤医院

●平成 26 年度市国民健康保険「特
定健診」個別健診・通院治療者特
定健診実施医療機関一覧（表 2）

（地域別・特定健診機関番号順）

●人間ドック契約医療機関（表３）

●人間ドック助成金額（表 4）

※特定健診を兼ねる脳ドック以外の脳ドックの助成に
関しては、国保年金課にお問い合わせください。

※○ = 受診可能　



89 広報あづみの　2014.11.19 2014.11.19　広報あづみの

市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
安
曇
野
の
地
下
水
保
全
を
考
え
る　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

■
安
全
性
と
利
便
性
を
向
上 

豊
科
公
民
館
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
始
ま
る

■
全
市
に
臭
気
規
制
適
用
へ　

環
境
審
議
会
が
答
申

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
曇
野
の
地
下

水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
「
地
下
水

で
拓ひ
ら

く
安
曇
野
の
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
10
月
12
日
、
堀
金
総
合
体
育

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
市

民
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
地
下

豊
科
公
民
館
耐
震
補
強
・
大
規
模

改
修
工
事
の
起
工
式
が
10
月
22
日
、

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
市
や
工
事
の
関
係
者

約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

豊
科
公
民
館
は
、
昭
和
42
年
の
完

成
後
、
豊
科
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
耐
震
基
準
適
用
以
前
の

建
物
で
あ
り
、
設
備
な
ど
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
た
め
、
施
設
の
安
全

市
環
境
審
議
会（
吉
田
利
男
会
長
）

で
は
、
本
年
7
月
に
市
が
諮
問
し
た

悪
臭
防
止
法
に
よ
る
新
し
い
臭
気
規

制
案
に
つ
い
て
審
議
内
容
を
ま
と
め

10
月
20
日
、
宮
澤
市
長
に
答
申
し
ま

し
た
。

答
申
で
は
、
市
が
示
し
た
臭
気
規

制
案
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
規
制
案
は
、
市
内
全
域

を
住
宅
地
、
商
業
地
と
そ
の
他
の
地

域
、工
業
地
の
3
区
域
に
分
け
ま
す
。

水
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
良
い
機

会
。
安
曇
野
の
水
を
量
・
質
と
も
、

よ
り
よ
い
状
態
で
次
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
環
境
省
の
袖そ
で
の野
玲れ
い

子こ

さ
ん
が
水
循
環
基
本
法
の
概
要
を

説
明
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
淳

司
さ
ん
は
全
国
の
地
下
水
保
全
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

面
や
利
便
性
の
面
か
ら
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

改
修
工
事
で
は
、
大
規
模
災
害
に

備
え
施
設
の
耐
震
補
強
や
館
内
の
バ

ま
た
、
人
間
の
嗅き
ゅ
う
か
く覚で
感
じ
た
に
お

い
の
程
度
を
数
値
に
置
き
換
え
た
臭

気
指
数
に
よ
り
、
事
業
所
等
か
ら
排

出
さ
れ
る
に
お
い
に
対
し
一
定
の
基

準
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

導
入
に
あ
た
り
審
議
会
で
は
、
市
民

や
事
業
者
へ
の
広
く
周
知
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
穂
高
地
域
の
一

部
で
22
種
類
の
物
質
に
つ
い
て
、
物

質
濃
度
に
よ
る
規
制
を
行
っ
て
い
ま

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
が
通
う
中
間
教

室
な
ど
も
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
11
億
３
１
０
０
万

円
で
、
主
な
財
源
に
合
併
特
例
債
を

活
用
し
ま
す
。
完
成
は
、
平
成
28
年

2
月
の
予
定
で
す
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
内
の
農
工
商

業
の
代
表
者
と
村
上
副
市
長
が
「
安

曇
野
の
水
の
良
さ
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
地
下
水
の
大
切
さ
や
保
全
に
向
け

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

来
年
に
は
市
制
施
行
10
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
安
曇
野
市
を

会
場
に
、
全
国
で
水
環
境
保
全
に
取

り
組
む
自
治
体
等
が
集
ま
る
「
全
国

名
水
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

し
た
。
新
し
い
臭
気
規
制
に
よ
り
約

40
万
種
類
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
多

種
多
様
な
に
お
い
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
、
市
民
・
事
業
者
説
明
会
等
を
経

て
平
成
27
年
10
月
か
ら
新
し
い
臭
気

規
制
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

パネルディスカッション

起工式であいさつする
宮澤市長

現在の豊科公民館

宮澤市長に答申内容を説明する吉田会長

Ｊ１昇格を祝う懸垂幕

News 市がホームタウン
松本山雅FCがJ1昇格

チームと共に、より
活力ある地域づくり
を目指します

　市長　宮澤　宗弘

松本山雅 FC の J1 昇格、誠におめでとう
ございます。

反町監督をはじめ選手、クラブ関係者の
皆さまに心からお祝いを申し上げます。ま
た、魂のこもった声援を送り続けたサポー
ターの皆さま、クラブを支え続けていただ
いたスポンサーの皆さまにも重ねてお祝い
を申しあげます。

J1 優勝、そして ACL（アジアチャンピオ
ンズリーグ）と、挑戦はまだまだ続きます。

今後も一層、クラブの目的である、より
活力ある地域の創出のため、ともに手を携
えてまいります。

懸垂幕で昇格を祝う
市がホームタウンとなっているサッカー

J2 松本山雅 FC が 11 月 1 日のアビスパ福岡
との公式戦に勝利し、今季 2 位を確定させ、

来 季 か ら J1
に自動昇格す
ることになり
ました。市で
は昇格を祝い
11 月 2 日、県
安曇野庁舎に
懸垂幕を掲げ
ました。



1011 広報あづみの　2014.11.19 2014.11.19　広報あづみの

市政トピックス

■
市
長
と
語
る
会
始
ま
る

■
筑
北
地
域
と
結
ぶ　

新
矢や
ご
せ越
ト
ン
ネ
ル
着
工

市
内
5
地
域
で
、
市
長
と
市
民
の

皆
さ
ん
が
直
接
語
り
合
う
市
政
懇
談

会「
市
長
と
語
る
会
」が
10
月
25
日
、

穂
高
支
所
で
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
同
日
堀
金
支
所
で
、
26

日
に
は
明
科
公
民
館
で
も
行
わ
れ
、

3
会
場
で
延
べ
３
０
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
保
育
料
の

軽
減
や
通
学
路
の
整
備
な
ど
の
福

祉
・
教
育
分
野
を
は
じ
め
、
松
く
い

虫
や
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
の
生
活
環

明
科
潮
沢
地
区
矢
越
と
筑
北
村
滝

上
峡
と
を
結
ぶ
国
道
４
０
３
号
の
新

矢
越
バ
イ
パ
ス
の
主
要
事
業
と
な
る

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
建
設

工
事
が
始
ま
り
、
安
全
祈
願
祭
が
10

月
14
日
、
潮
沢
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
発
注
者
の
県
松
本
建
設

事
務
所
を
は
じ
め
、
市
も
加
盟
す
る

国
道
４
０
３
号
（
千
曲
安
曇
野
間
）

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
構
成

境
分
野
、
あ
る
い
は
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
地
域
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
安

曇
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
積
極

的
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
懇
談
会
は
11
月
29
日
に

は
豊
科
・
三
郷
の
2
会
場
で
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
会
場
の
様
子
は
あ
づ
み
野

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
ほ
か
、
概
要
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で

す
。

す
る
沿
線
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
約

60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
新
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
が
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、
市
と

筑
北
地
域
の
交
流
が
ま
す
ま
す
進
む

よ
う
期
待
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

国
道
４
０
３
号
は
、
中
信
と
東
北

信
を
結
び
、
古
く
か
ら
安
曇
野
・
筑

北
両
地
域
の
経
済
・
産
業
・
文
化
の

発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

幅広い分野の意見交換がされた（10 月 26 日明科公民館）

あいさつをする宮澤市長

県
の
震
災
対
策
緊
急
輸
送
路
に
指
定

さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
矢
越
―
滝
上
峡

間
は
急
カ
ー
ブ
が
続
き
、
道
幅
が
狭

い
上
、
落
石
や
危
険
箇
所
が
多
く
、

市
な
ど
沿
線
自
治
体
で
は
、
バ
イ
パ

ス
整
備
な
ど
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
１
０
４

３
メ
ー
ト
ル
、
車
道
幅
員
6
・
5
メ

ー
ト
ル
で
平
成
29
年
3
月
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

募 集
農家民泊・農業体験受け入れ農家
都会の子どもたちに農業の大切さを感じてもらいませんか

次代を担う子どもたちに農業の大切さを感じる機会を設け、市の農業発展につなげることを目的に、「農家
民泊・農業体験」の受け入れ先となる農家を募集します。説明会を下記の日程で行いますので、農家の皆さ
んはご参加ください。

この事業では、都会の子どもたちが農家に宿泊し、農家の皆さんと一緒に農作業や生活をします。

受け入れ方法
①農業体験等　宿泊または日帰りで、受け入れ先の事情に合わせます。
②対　　　象　主に都市部の中学生（１泊 2 日の教育体験旅行の一環）

４階部分以外足場が外された本庁舎（11 月 4 日撮影）

外構工事の様子（11 月 4 日撮影）

●説明会日程
日　時 会　場

12 月８日（月）午後２時～ 豊科支所第 2 会議室
８日（月）午後６時～ 三郷支所第 4 会議室
９日（火）午後２時～ 穂高支所西くるりん広場南会議室 【農家民泊の例】

　友好都市東京都武蔵野市では、同市のセカ
ンドスクール事業の一環として同市第五・六
中学校の生徒の皆さんが、毎年、市内の農家
に宿泊し農家民泊体験をしています。問三農政課マーケティング係（477・3111 ㈹ 677・6060）

市長と語る会（11 月 29 日）

放映日程

場　　　所 時　　　間
豊科交流学習センター

「きぼう」多目的交流ホール 午前 10 時から

三郷公民館講堂 午後１時 30 分から
※各会場とも時間は約 90 分、手話通訳があります。

会　場 放　映　日 会　場 放　映　日
穂　高 12 月 6 日（土） 豊　科 １月 31 日（土）
堀　金 12 月 13 日（土） 三　郷 ２月 7 日（土）
明　科 1 月 17 日（土）

放映開始時間は午前 10 時、午後６時ほか

※事前申し込み必要。都合のよい会場にお出掛けください。
※各会場とも時間は約 60 分の予定です。

新本庁舎建設
ニュース№19

建設工事はいよいよ最終段階へ

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

12 月 19 日のしゅん工を控え、いよいよ工事は
最終段階に入りました。引き続き内装、外構工事
が行われています。

また、現場南側の市道豊科 1376 号線では新本
庁舎に車両が安全に進入できるよう、右折レー
ンを新設する工事や、西側の市道豊科 1066 号線
でも一部区間で歩道を新設して、通学路の安全
を確保する工事が始まり、それぞれの工事が順
調に進むよう、工程を調整しながら進められて
います。



1213 広報あづみの　2014.11.19 2014.11.19　広報あづみの

開校 30 周年を迎えた豊科南中学校（藤松伸二郎校長・
334 人）と豊科北中学校（丸山強校長・447 人）で記念
式典が生徒のほか、来賓や地域の皆さんなども参加し
開かれました。両校は、昭和 60 年 4 月、生徒数の増加
に伴い、豊科中学校が 2 校に分かれて開校。それぞれ
が伝統を受け継ぎながら、独自の校風を築いてきまし
た。

10 月 30 日に豊科南中学校で行われた式典には約 600
人が出席。各学年代表の作文発表のほか、映像で学校
の歴史を振り返り、生徒会が制定し命の大切さなどを
謳
うた

う「南中憲章」や、隣接する県立こども病院との交
流などを紹介しました。式典の最後には、こども病院
で闘病生活を送り亡くなった宮越由貴奈さんの詩を歌
にした「命」を全校で合唱しました。

また、翌 31 日に豊科北中学校で行われた記念式典に
は約 800 人が出席し、学年ごとの合唱などが行われま
した。北中生徒会長の小林響

ひびき

くん（3年）は、これまで
の伝統の上に新たな変化を加えていくことが大切とし

「生徒一人ひとりが進化し続けることが、地域の誇りと
される北中につながります」と在校生に訴えました。

ほりがね特産祭り（実行委員会主催）が 10
月 25 日、旬の味ほりがね物産センターで開
催されました。当日は、地元農産物や加工品
などの販売のほか、小中学生による吹奏楽の
演奏や合唱、ダンスなどのステージ発表があ
り、多くの人で賑わいました。

学校の実習で作ったジャムなどを販売した
南安曇農業高校の鳥羽ひろ美さん（3 年）は「地
域の皆さんに活動を知ってもらう良い機会だ
と思います。販売を通じて、来場者と触れ合
えるので楽しいです」と話してくれました。

戦国時代の安曇野の民衆の様子を探る「安
曇野のいくさ～いのちを守る戦国の知恵～」
展が 10 月 4 日から豊科郷土博物館で始まり
ました。関連イベントとして「戦国武将のよ
ろいを着る体験」が同館で行われています。
館内では厚紙やアルミで再現した真田幸村や
伊達政宗などのよろいを着て、記念写真を撮
る人の姿が見られ、11 月 1 日に妹と一緒に体
験した若林さや華

か

ちゃん（穂高北小4年）は「昔
の人になったみたいでかっこいいです」と話
してくれました。同展は 11 月 24 日まで行わ
れています。

10/25　第 19 回ほりがね特産まつり

11/1　豊科郷土博物館「安曇野のいくさ」展

地元の農産物などを多数販売

戦国武将になったみたい

11 月開催の第 14 回全国障害者スポーツ大
会（長崎市）に県代表として出場する選手
が大会を前に 10 月 14 日、宮澤市長を訪問
しました。宮澤市長は「多くの選手と交流
の輪を広げてきてほしい」と激励しました。
今回の大会に市からは陸上競技や卓球に４
人が出場。陸上競技で 2 回目の出場となる
曽
そ や ま

山長
お さ お

男さん（三郷明盛）は「久しぶりの
全国大会でメダル獲得を目指し、市の代表
として頑張りたい」と意気込みを話してく
れました。

安曇野環境フェア 2014（市・同実行委員
会主催）が 10 月 11 日と 12 日の 2 日間、堀
金総合体育館で行われ、約 2,000 人が来場し
ました。会場には、身近な環境や景観など
について理解を深めてもらおうとパネル展
示や発電・エコドライブの体験コーナーな
どのブースが設けられたほか、穂高北小学
校や明科中学校などによる環境活動の発表
も行われました。来場者の深

ふかさわ

澤英
ひ で き

基さん（三
郷明盛）は「子どもたちが楽しみながら環
境について学べるところがいいですね」と
話してくれました。

恒例の市民運動会（各地域市民運動会実行委員会主
催）が 10 月 19 日、市内 5 地域で開催されました。好
天に恵まれた秋空の下、会場には子どもから大人まで
多くの市民が集まり、さまざまな競技を楽しみました。

このうち、豊科地域では 13 種目に約 2,700 人の市
民が参加。「綱引き」や赤組白組に分かれての「騎馬戦」、
そして「地区公民館対抗リレー」などが行われ、大き
な声援が飛び交っていました。

また、明科地域では 11 種目に約 1,300 人の市民が
参加。ゴム長靴を投げ、その距離を競う「天までとどけ」
や、むかでと 3 人 4 脚、2 人 3 脚などを組み合わせた「加
速リレー」などユニークな競技が行われました。加速
リレーに参加した金

か な い

井清
せいいち

一さん（明科南陸郷）は「と
てもうまくでき、楽しめました。日ごろの運動不足を
少しは解消できたと思います」と話してくれました。

10/14　全国障害者スポーツ大会出場選手表敬訪問

10/11・12　安曇野環境フェア 2014 

10/19　5 地域市民運動会

金メダル獲得を目指して

身近な環境について学ぶ

秋空の下　各地域で運動会

10/30・31　豊科南中学校・豊科北中学校開校 30周年記念式典

豊科南中と北中が30周年

豊科地域（写真右下）、明科地域（写真上・左下）

豊科南中（写真右上・左上）、豊科北中（写真右下・左下）
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パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
ま
だ
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
こ
の
機
会
に

操
作
の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
市
販

の
年
賀
状
素
材
集
を
利
用
し
て
、
年
賀

状
を
作
成
し
ま
す
。

●
日
程　

12
月
2
日
（
火
）・
3
日
（
水
）

4
日
（
木
）・
5
日
（
金
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

視
聴
覚
室

●
講
師　

田
中　

さ
お
り
さ
ん

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

以
降
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人

※
4
日
間
と
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

８
０
０
円（
4
回
分
）、
そ

の
他
に
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ

ウ
ス
含
む
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

11
月
27
日
（
木
）
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

※
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

安
曇
野
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
「
安
曇

野
の
郷
科
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
市
の
成
り
立
ち

や
歴
史
、
伝
統
文
化
、
産
業
の
発
展
、

山
岳
、
風
土
な
ど
、
幅
広
く
学
べ
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
安
曇
野
の
魅
力
を
発
見
で

き
る
テ
キ
ス
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
来
年
1
月
25
日
に
、
安
曇
野

検
定
を
行
い
ま
す
。
問
題
は
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
か
ら
80
％
以
上
が
出
題
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
安
曇
野
検
定
の
ご
案
内
は
、
広

報
お
知
ら
せ
版
11
月
号
（
11
月
5
日
発

行
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
安
曇
野
の
郷
科
書　

Ｂ
5
サ
イ
ズ

オ
ー
ル
カ
ラ
ー　

１
０
０
ペ
ー
ジ

●
販
売
価
格　

５
４
０
円
（
税
込
み
）

●
販
売
場
所　

教
育
委
員
会
内
生
涯
学

習
課
、豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き

ぼ
う
」、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」、
三
郷
公
民
館
、
堀
金
公

民
館
、
明
科
公
民
館

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 13

問題１　明治 35 年に造られた門で、立
川流の清水虎吉によるさまざまな彫刻
が施されている有明山神社の門は何と
いうでしょう。

①陽明門　②裕明門
③唐門　　④坂下門

問題２　熊野神社（三郷中萱）には多田
加助のつえが根付いて大木になったと
伝えられる古木があります。御神木と
して異名で呼ばれ大切に守られてきま
したが、この古木の異名は何というで
しょうか。

①加助の一本松　②加助の逆さ松
③加助の一本杉　④加助の逆さ杉

問題３　大王わさび農場には、伝説・八
面大王が討たれた後、身体をばらばら
にされて祀られたという塚があります
が、この場所には八面大王のどの部分
が祀られているでしょうか。

①足　②首　③腕　④胴

問題４　十返舎一九の「続膝栗毛」など
に記載が見られますが、江戸期、安曇
野を流れる犀川に橋が架かっていたこ
とが判明しています。さて、その橋と
はどれでしょうか。

①田沢橋　②熊倉橋
③犀川橋　④木戸橋

答えは 23 ページ

【安曇野検定受検者募集中！】
検定に合格すると市立の博物館や美術

館等の入館料が３年間無料になる認定カ
ードが交付されます。申し込みの締め切
りは、12月17日（水）です。
問い合わせ：生涯学習課社会教育担当
（462・4565 662・3525）

●
日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

午
後
2
時
15
分
～

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ッ
ツ（
豊
科
南
穂
高
３
８
０
０
︲
１
）

●
対
象　

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
人
も
し
く
は
、
他
市
町
村
の
中

学
校
等
を
卒
業
後
、
転
入
し
、
平
成

26
年
10
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

※
会
場
に
は
十
分
な
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
乗
り
合
わ
せ
な
ど
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
多
数
の
た
め
、
写
真
撮
影
時

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
安
曇
野
市
成
人
式
を
開
催
問
い
合
わ
せ
先　

教
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

平成 26 年成人式

□受付時間と写真撮影時間
受付Ａ（大ホール）≪豊科北中学校、穂高東中学校、三郷中学校卒業生≫

受付Ｂ（中ホール）≪豊科南中学校、穂高西中学校、堀金中学校、明科中学校、市外中学校等卒業生≫

受付時間 写真撮影 学校（クラス）
① 11：45～12：15 12：25 豊科北中学校卒業生（1 ～ 3 組）
② 12：00～12：30 12：40 豊科北中学校卒業生（4 ～ 5 組）
③ 12：15～12：45 12：55 穂高東中学校卒業生（1 ～ 3 組）
④ 12：30～13：00 13：10 穂高東中学校卒業生（4 ～ 6 組）
⑤ 12：45～13：15 13：25 三郷中学校卒業生（1 ～ 3 組）
⑥ 13：00～13：30 13：40 三郷中学校卒業生（4 ～ 6 組）

受付時間 写真撮影 学校（クラス）
① 11：45～12：15 12：25 豊科南中学校卒業生（1 ～ 2 組）
② 12：00～12：30 12：40 豊科南中学校卒業生（3 ～４組）
③ 12：15～12：45 12：55 穂高西中学校卒業生（1 ～ 2 組）
④ 12：30～13：00 13：10 穂高西中学校卒業生（3 ～ 4 組）
⑤ 12：45～13：15 13：25 堀金中学校卒業生（全組）

⑥ 13：00～13：30 13：40 明科中学校卒業生（全組）
市外の中学校等の卒業生

・豊科北中学校
・穂高東中学校
・三郷中学校

・豊科南中学校
・穂高西中学校
・堀金中学校
・明科中学校
・市外中学校等

第
３
回
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

三
郷
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

安
曇
野
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト

「
安
曇
野
の
郷き

ょ
う
か科
書
」発
行

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

安曇野の郷科書



安曇野市教育委員会

図書館・施設の催し

17 広報あづみの　2014.11.19

友
の
会
の
水
墨
画
部
と
絵
手
紙
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。
禅
の
精

神
が
入
っ
た
静
か
な
水
墨
画
と
、
温
か

い
色
で
表
現
さ
れ
た
優
し
い
絵
手
紙
を

ぜ
ひ
身
近
に
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

11
月
29
日
（
土
）
～
12
月
14

日
（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

2
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
１
０
０（
80
）円（　

）

内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金　

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

小
麦
粘
土
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作

り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
16
日
（
火
）
午
後
4
時

30
分
～
午
後
5
時
30
分

●
場
所　

堀
金
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

4
歳
か
ら
小
学
生

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
講
師　

お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト

●
申
し
込
み　

12
月
2
日
（
火
）
午
前

10
時
か
ら
堀
金
図
書
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
麦
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
人
は
、
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

市
内
で
活
躍
し
た
作
家
を
紹
介
す
る

安
曇
野
の
作
家
展
で
す
。
本
年
度
は

下し
も
じ
ょ
う條
周ち
か
の
ぶ信
さ
ん
を
取
り
上
げ
ま
す
。

地
域
の
美
術
を
支
え
、
か
つ
て
当
館

の
館
長
と
し
て
活
躍
し
た
下
條
さ
ん
の

画
道
を
、
作
品
と
と
も
に
振
り
返
り
ま

す
。

●
会
期　

12
月
2
日
（
火
）
～
平
成
27

年
１
月
12
日
（
月
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

●
休
館
日　

12
月
8
日
、
15
日
、
22
日
、

24
日
、
12
月
28
日
～
1
月
5
日

●
会
場　

新
館
大
展
示
室

●
観
覧
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

市
内
在
住
の
写
真
家
高
橋
広
平
さ
ん

の
写
真
展
で
す
。

「
雷
鳥
と
そ
の
生
態
系
」
を
テ
ー
マ

に
撮
影
し
た
作
品
を
中
心
に
、
約
30
点

を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
7
日（
日
）～
21
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

南
の
蔵　

●
観
覧　

無
料

熊
倉
満
写
真
展
「
語
り
か
け
る
天
地
」

●
会
期　

平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
）

ま
で

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
内
容　

第
4
回
田
淵
行
男
賞
写
真
作

品
公
募
で
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
賞
を
受
賞

し
た
作
品
「
語
り
か
け
る
天
地
」
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
熊
倉
さ
ん
が

撮
影
し
た
東
北
の
復
興
の
現
状
を
伝

え
る
写
真
も
紹
介
し
ま
す
。

●
場
所　

地
階
展
示
室

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
12
月
28
日
～

1
月
4
日

熊
倉
満
ト
ー
ク
シ
ョ
ー『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

熊
倉
満
さ
ん
が
震
災
復
興
支
援
活
動

に
携
わ
り
感
じ
た
こ
と
、
皆
さ
ん
に
届

け
た
い
熱
い
想
い
を
語
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
22
日（
土
）午
後
2
時
～

3
時

●
会
場　

展
示
室

三
郷
公
民
館
で
活
動
す
る
陶
芸
ク
ラ

ブ
『
絆
』
の
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
日
常
使
い
の
食
器
や
雑
貨
を
中
心

に
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

12
月
3
日（
水
）～
14
日（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
14
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

す
て
き
な
お
話
と
ジ
ャ
ズ
の
音
色
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

12
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
定
員　

60
人

●
出
演　

モ
ダ
ン
・
デ
ュ
ー
ク
ス
、
お

は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル
、
ひ
ば
り
の
会

●
対
象　

小
中
学
生
、
一
般
（
幼
児
は

保
護
者
と
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

お
す
す
め
の
一
冊

ち
び
か
ば
く
ん
し
ょ
う
ぼ
う
し
に
な
る

正
岡
慧
子　

文　

山
口
み
ね
や
す　

絵

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人
曽根原百合子さん

（三郷・明盛）

こ
の
本
は
、
親
し
み
や
す
い
動
物
の
主
人

公
「
ち
び
か
ば
く
ん
」
が
、
男
の
子
の
憧
れ

の
消
防
士
さ
ん
に
な
る
姿
を
描
い
た
作
品
で

す
。あ

る
日
、
動
物
村
に
消
防
車
が
や
っ
て
来

て
、
そ
の
か
っ
こ
よ
さ
に
ち
び
か
ば
く
ん

は
、
自
分
も
消
防
士
に
な
り
た
い
と
決
心
し

ま
す
。
署
長
さ
ん
に
お
願
い
し
、
訓
練
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
と
て
も
大
変

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
挫
折
を
味
わ
い

な
が
ら
も
と
う
と
う
一
人
前
の
消
防
士
と
な

り
、
今
度
は
自
分
が
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の

存
在
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
消
防
士
に
な
っ
て
み
る

と
大
変
な
こ
と
ば
か
り
。
で
も
消
防
車
を
初

め
て
見
た
時
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
で
す
。

息
子
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
と
き
に

も
読
ん
で
あ
げ
た
い
と
思
え
る
一
冊
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
絵
本
を
通
じ
て
、
息
子
と
冒
険

を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
触
れ
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

図書館映画上映会（入場無料） 
クリスマスキャロル

　2004 年 日本　上映時間 88 分
●日時　12日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　17日（水）16：30～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　10日（水）16：30～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　3・10・17 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　20 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ

クリスマスお話会
　　豊科交流学習センター「きぼう」学習室
　　12 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ

クリスマスお話会
　　豊科交流学習センター「きぼう」学習室
　　12 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　クリスマス会
　　三郷公民館 2 階講義室
　　13 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　16 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　16 日（火）	 16：30 ～（幼児以上対象）

12月の図書館イベント

安
曇
野
の
作
家
展「
下
條
周
信
」

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

田
淵
行
男
記
念
館
の
催
し

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

第
24
回
友
の
会
水
墨
画
展

第
11
回
友
の
会
絵
手
紙
展

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

堀
金
図
書
館

第
3
回
絵
本
わ
く
わ
く
講
座

堀
金
図
書
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
５
８
０
１

明
科
図
書
館

お
話
と
ジ
ャ
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

第
４
回
三
郷
陶
芸
ク
ラ
ブ『
絆

き
ず
な
』作
品
展

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

高
橋
広
平
写
真
展「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
」

～
雷
鳥
・
白
銀
の
無
垢
な
る
も
の
た
ち
～

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

下條さんの作品
「団欒家族 2003 年」

高橋さんの作品
「DAIHUKU」

熊倉さん撮影「メッセージ」

カ
モ
シ
カ

カ
モ
シ
カ
は
、
昭
和
30
年
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と

と
も
に
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
シ
カ
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま

す
が
ウ
シ
科
に
属
し
ま
す
。
今
巷ち

ま
たを
騒
が
し

て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
違
い
、
縄
張
り
の

中
で
生
活
し
、
冬
眠
し
ま
せ
ん
。
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
は
重
要
な
狩
猟
獣
と

し
て
、
食
糧
・
毛
皮
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
喜
作
新
道
を
開
削
し
た

穂
高
牧
の
小
林
喜
作
は
、
カ
モ
シ
カ
猟
の
名

人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
で
の
生
息
状
況
は
、
以
前
は
西

山
に
し
か
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
犀
川
右
岸
の
東
山
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
東

山
に
生
息
す
る
カ
モ
シ
カ
は
、
犬
や
猫
と
接

す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
カ
イ
セ
ン
と
い
う

皮
膚
病
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
34

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

カモシカ



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）

1819 広報あづみの　2014.11.19 2014.11.19　広報あづみの
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★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

市
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
弾
道
ミ

サ
イ
ル
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的
余

裕
の
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

人
工
衛
星
を
通
じ
て
緊
急
情
報
を
受
信

し
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
市
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
Ｊ

︲
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急

情
報
を
防
災
行
政
無
線
で
確
実
に
お
伝

え
す
る
た
め
、
市
内
で
放
送
試
験
を
行

い
ま
す
。
こ
の
放
送
試
験
は
、
安
曇
野

市
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
行
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
（
金
）
午
前
11
時

ご
ろ

●
放
送
試
験
の
内
容　

市
内
70
カ
所
に

設
置
し
て
あ
る
同
報
系
防
災
行
政
無

線
（
屋
外
拡
声
子
局
）
お
よ
び
各
戸

に
設
置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機
か
ら

放
送
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
12
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員

会
な
ど
は
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会

議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
議
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

11
月
26
日
（
水
）
～
12
月
22

日
（
月
）

●
場
所　

堀
金
支
所
3
階

信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と
ゆ
ず
り
あ
い

年
末
年
始
に
な
る
と
飲
酒
の
機
会
が

増
え
ま
す
。
飲
酒
を
す
る
と
脳
の
働
き

が
ま
ひ
し
、
注
意
力
や
判
断
力
が
低
下

し
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
早
め
に
ス
リ
ッ
プ
事

故
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
水
）
午
前
9
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
学
習
室
1

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
相
談
内
容　

▽
土
地
や
建
物
の
相

続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
不
動
産
の
権

利
の
登
記
▽
会
社
・
法
人
な
ど
の
設

立
・
変
更
・
解
散
な
ど
の
登
記
▽
裁

判
所
へ
の
提
言
書
類
の
作
成
な
ど

●
申
し
込
み　

11
月
28
日
（
金
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

電
話
相
談

養
育
費
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
5
時

●
相
談
電
話
番
号　

０
１
２
０
‐
４
４

８
‐
７
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
問
い
合
わ
せ　

県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
（
85
・
３
２
６
８
）

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

悩
み
、
土
地
建
物
の
登
記
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
土
）

午
後
１
時
～
4
時
（
相
談
時
間
１
件

30
分
）

●
場
所　

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

事
務
局
（

０
２
６
・
２
３
２
・
４
５

６
６
）
に
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
、

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
5
時

●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
県
松
本
合
同
庁
舎
4
階
）

●
対
象　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
人

●
申
し
込
み　

面
談
は
予
約
制
で
す
。

11
月
25
日
（
火
） 

か
ら
12
月
9
日

（
火
）
ま
で
の
間
に
松
本
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（

40
・
３
６
６
０
）
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
平

日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

市
で
は
、
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

●
対
象　

▽
お
金
の
管
理
や
契
約
な
ど

に
不
安
が
あ
る
人
▽
認
知
症
や
障
が

い
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ

る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

●
相
談
員　

春す
の
は
ら原
隆た
か
お雄
さ
ん
（
一
般
財

団
法
人 

民
事
法
務
協
会
）

●
申
し
込
み　

12
月
15
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
）

市
主
催
の
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

12
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

は
年
末
の
交
通
安
全
運
動

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談

問
健
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
穂
市
民
相
談
室

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

県
土
地
家
屋
調
査
士

無
料
相
談
会
（
松
本
会
場
）

問
豊
監
理
課
監
理
登
記
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
市
民
相
談
室

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
全
国
一
斉
自

動
放
送
試
験

問
堀
危
機
管
理
課

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

心

安

全

安
街
頭
指
導

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
12
月

１
日
（
月
）
と
20
日
（
土
）
で
す
。

市
内
で
も
期
間
中
、
主
要
な
交
差

点
な
ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

会

議

談

相



本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

2021 広報あづみの　2014.11.19 2014.11.19　広報あづみの

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の

記
載
が
な
い
場
合
や
、
電
話
、
口
頭

に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９︲８
３
０
３　

安

曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地　

穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
介
護
保
険
課

mka-kaigohoken@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
募
集
期
間　

12
月
11
日
（
木
）
ま
で

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容

を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々
の

ご
意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
民
、
議
会
お
よ
び
行
政
の
役
割
や

責
務
を
明
確
化
し
、
三
者
の
関
係
や
市

民
相
互
の
関
係
な
ど
を
ル
ー
ル
化
す
る

「
安
曇
野
市
自
治
基
本
条
例
」（
仮
称
）

の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
参
画
の
自
治

運
営
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
検
討
す
る
「
安
曇
野
市
自
治
基

本
条
例
制
定
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

40
人
程
度

●
応
募
期
間　

11
月
25
日
（
火
）
～
12

月
15
日
（
月
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
を
地
域
づ
く
り

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書

は
地
域
づ
く
り
課
窓
口
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。）

こ
の
講
座
は
協
働
を
担
う
あ
ら
ゆ
る

団
体
等
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
た
め
に
、
複
数
の
団
体
等
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
の
あ
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

講
座
を
修
了
後
は
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
の
企
画
・
運
営
等
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
人
数　

10
人
程
度

●
応
募
条
件　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
す
る
意
欲
の
あ
る
人

●
募
集
期
間　

11
月
25
日
（
火
）
～
12

月
19
日
（
金
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
を
地
域
づ
く
り

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書

は
地
域
づ
く
り
課
窓
口
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま

す
。）

●
そ
の
他　

地
域
づ
く
り
課
で
申
込
書

内
容
を
審
査
し
、
受
講
者
を
決
定
し

ま
す
。

高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど
市
民
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
目
指
し
て
「
安
曇
野
市
老

人
福
祉
計
画
及
び
第
6
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」（
平
成
27
～
29
年
度
）
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
案
に
対
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内

で
事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
。

●
閲
覧
方
法　

介
護
保
険
課
お
よ
び
各

支
所
市
民
福
祉
担
当
窓
口
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る
り
ん
広
場
」、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者

名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

～
あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
レ
シ
ピ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
～

安
曇
野
を
代
表
す
る
特
産
品
「
リ
ン

ゴ
」
を
使
っ
た
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
安
曇
野
の
リ
ン
ゴ
の
宣
伝
、
ま
た
、

お
土
産
と
し
て
の
商
品
化
を
目
指
し
て

開
催
す
る
も
の
で
す
。
応
募
資
格
は
、

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
内
容　

安
曇
野
産
リ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
新
た
な
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
レ

シ
ピ

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
観
光
交
流
促
進
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙

は
観
光
交
流
促
進
課
窓
口
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。）

●
締
め
切
り　

平
成
27
年
１
月
13
日

（
火
）

●
表
彰　

最
優
秀
賞
3
万
円
、
優
秀
賞

2
万
円
、
優
良
賞
１
万
円

●
最
終
審
査　

平
成
27
年
2
月
上
旬

（
予
定
）

市
が
加
盟
し
て
い
る
信
州
ま
つ
も
と

空
港
地
元
利
用
促
進
協
議
会
で
は
、
冬

期
間
の
空
港
利
用
促
進
の
た
め
、
期
間

中
に
2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、

信
州
ま
つ
も
と
空
港
発
着
便
を
往
復
で

利
用
し
た
場
合
に
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。ご
家
族
、友
人
、グ
ル
ー
プ
で

楽
し
い
旅
行
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
人
数　

６
０
０
人
（
先
着
順
）

●
助
成
用
件　

松
本
市
、
塩
尻
市
、
大

町
市
、安
曇
野
市
、池
田
町
、筑
北
村
、

麻
績
村
、
生
坂
村
、
山
形
村
、
朝
日

村
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
小
谷
村
に

お
住
ま
い
か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
で
、
2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
往
復
利
用
し
た
人
が
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
搭
乗
期
間　

11
月
１
日

（
土
）
～
平
成
27
年
2
月
28
日
（
土
）

●
助
成
金
額　

札
幌
・
福
岡
各
便
１
人

あ
た
り　

５
０
０
０
円

●
申
請
期
限　

平
成
27
年
3
月
6
日

（
金
）

●
申
し
込
み　

助
成
金
を
利
用
す
る
場

合
に
は
、
搭
乗
後
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
観
光
交
流
促
進

課
ま
た
は
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
地

元
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局
（
松
本

市
役
所
観
光
温
泉
課
内
）（

34
・
８

３
０
７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

ホ
ー
ル･

調
理
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

●
持
ち
物　

包
丁
、
ま
な
板
、
前
掛
け
、

手
ぬ
ぐ
い
ま
た
は
頭
き
ん
、
持
ち
帰

り
用
の
容
器

●
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

12
月
6
日
（
土
）
ま
で

に
窓
口
ま
た
は
電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

屋
敷
林
と
は
屋
敷
の
周
囲
に
意
図
的

に
植
え
ら
れ
た
樹
木
群
で
す
。
安
曇
野

の
屋
敷
林
の
保
全
は
、
歴
史
的
景
観
の

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
は
、
三

郷
地
域
・
松
岡
邸
を
見
学
し
、
落
ち
葉

拾
い
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
29
日
（
土
）

集
合 

午
前
9
時
、
解
散 

正
午

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
温
支
所
東

側 

松
岡
邸

※
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
温
支
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物
等　

作
業
の
で
き
る
服
装

（
道
具
は
用
意
し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

11
月
27
日
（
木
）
ま
で

に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ブ
ラ

ン
ド
推
進
担
当
ま
で
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
主
催　

屋
敷
林
と
歴
史
的
ま
ち
な
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

集

募市
老
人
福
祉
計
画
及
び
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）へ
ご

意
見
を

問
健
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

屋
敷
林
見
学
会
と

落
ち
葉
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問
穂
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

安
曇
野
産
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

問
穂
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

信
州
ま
つ
も
と
空
港

冬
季
利
用
促
進
助
成
金

問
穂
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

ワ
サ
ビ
漬
け
作
り
体
験

参
加
者
募
集

問
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー｢

せ
せ
ら
ぎ｣

（

 

62
・
６
６
６
７
）

自
治
基
本
条
例

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

問
穂
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問
穂
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

●開催日程等
期日・会場 講座名・テーマ 講師

第 1 回
平成27年　　
1月14日（水）
午後7時～9時

今、求められている協働コーディ
ネーター 堀内　泉さん

第 2 回 1月21日（水）
午後7時～9時 仲間を集めて、役割を分担しよう！ 山田　直美さん

第 3 回 2月 4日（水）
午後7時～9時

コーディネーターとしてのコミュ
ニケーションの心構え！ 大塚　佳織さん

第 4 回 2月18日（水）
午後7時～9時

地域活動に役立つファシリテーシ
ョン！ 中村　健さん

第 5 回 3月 4日（水）
午後7時～9時 地域リーダーをつなげる企画を作る！ 山田　勇さん

※講師の皆さんは、地域活動応援チーム「えんのわ」に所属しています。
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「平和の礎」追加刻銘長野県立こころの医療センター駒ヶ根
沖縄県では、平和の広場の刻銘碑「平和の礎」の追

加刻銘を受け付けています。また、すでに刻銘されてい
る人の、刻銘案内シート情報の変更も受け付けています。
●申請期限　12 月 5 日（金）
●対象　1945 年 3 月 26 日から同年 9 月 7 日までの沖

縄戦で、沖縄県区域内で亡くなった戦没者。ただし、
その他にも対象になるケースがありますので詳細は
お問い合わせください。

●申請方法　長寿社会課窓口にある申請書類に必要事
項を記入の上、申請してください。

問健長寿社会課福祉政策担当（481・0716 681・0703）

氏名・住所（市町村名）、電話番号を明記の上、ファ
クスまたは電子メールで、直接お申し込みください。
●日時　12 月 6 日（土）午後１時 30 分～ 3 時
●場所　県松本合同庁舎　講堂
●講師　県立こころの医療センター 原田 謙副院長
●演題　「子どもの自己肯定感を高めるために」
問長野県立こころの医療センター駒ヶ根
　4（0265）83・3181
　6（0265）83・4158
　me-mail kohokomagane@pref-nagano-hosp.jp

第 2 回福祉の職場説明会・就職面接会　介護就職デイ

ハローワーク松本では、福祉の職場に就職を希望する方、福祉の職場や資格等について知りたい人のため
の福祉の職場説明会を開催します。参加は無料です。
●日時　12 月 5 日（金）
　▷福祉・介護就職セミナー 午前 10 時 30 分～正午　▷就職説明会・面接会　午後 1 時～ 4 時
●場所　ホテルブエナビスタ（松本市本庄 1-2-1　437・0111）
●予約　福祉・介護就職セミナーのみ事前予約が必要です。
●定員　50 人（先着順）
●受付　就職説明会・面接会は午後 0 時 30 分～ 3 時 30 分まで
問ハローワーク松本　福祉人材コーナー 427・0111

ダ
ー
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
2
日
（
火
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
2
時

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー　

集
団
指
導
室
・
栄
養
実
習
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
40
歳
代
か
ら

70
歳
代
の
男
女

●
内
容　

①
生
活
習
慣
病
予
防
②
正
し

い
食
習
慣
③
低
栄
養
と
ロ
コ
モ
予

防
、
運
動
④
調
理
実
習

●
持
ち
物　

ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
汁
の

み
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

●
費
用　

１
０
０
円

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
25
日
（
火
）
午
後

5
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
健

康
推
進
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
す
る
人
は
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
12
月
１
日
以
降
は
、
年
金
額
が

児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を
受
け
取

れ
る
場
合　

▽
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
祖
父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
▽
父
子
家

庭
で
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生

年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
▽

母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡

し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど

●
支
給
開
始
日　

▽
手
当
は
申
請
の
翌

月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う

ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
、
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、

平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

▽
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
3
月

分
の
手
当
は
、
平
成
27
年
4
月
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

健
康
に
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
工

夫
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
食
育
に
関
す

る
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時

～
4
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ

●
対
象　

一
般

●
内
容　

①
食
育
事
例
発
表　

②
講
演

シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ　

太
田
奈
穂

さ
ん

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

12
月
5
日（
金
）ま
で
に

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
（

40
・
１
９
３
８
）
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は

「
減
塩
」
と
「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
」

の
普
及
を
テ
ー
マ
に
料
理
講
習
会
を
通

し
て
学
び
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
上

手
に
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
（
つ
な
ぐ
）
リ
ー

●
申
し
込
み　

11
月
25
日
（
火
）
～
12

月
2
日
（
火
）（
土
日
除
く
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
、

電
話
も
し
く
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
介
護
保
険
課
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
者
に
は
後
日
、
日
程
等
の

詳
細
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

40
歳
以
上
の
節
目
年
齢
の
人
を
対
象

に
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
１
月
、
受
診
券
を
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
対

象
年
齢
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
も
受

診
で
き
ま
す
が
、
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

●	

申
し
込
み
が
必
要
な
人　

昨
年
度
、

本
検
診
の
対
象
年
齢
で
、
受
診
で
き

な
か
っ
た
人
（
平
成
27
年
3
月
31
日

現
在
41
・
46
・
51
・
56
・
61
・
66
・

71
歳
の
人
）

●
内
容　

問
診
・
血
液
検
査

●
検
診
料
金　

無
料

●
時
間　

各
会
場
と
も
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

●
申
し
込
み　

１
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
、
検
診
会
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

無
理
な
く
足
腰
を
鍛
え
、
体
力
・
筋

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

●
内
容　

膝
痛
・
腰
痛
予
防
や
体
力
ア

ッ
プ
に
効
果
的
な
体
操
、体
力
測
定
、

口
腔
に
関
す
る
相
談
な
ど

●
場
所
・
日
程
（
各
会
場
全
12
回
）

○
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

12
月
8

日
～
3
月
9
日
の
間
で
、
お
お
む
ね

週
1
回
月
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時

30
分

○
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー　

12
月
11

日
～
3
月
5
日
の
間
で
、
お
お
む
ね

週
1
回
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～

3
時

○
明
科
公
民
館　

12
月
11
日
～
3
月
5

日
の
間
で
、
お
お
む
ね
週
1
回
木
曜

日
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
三
郷
公
民
館　

12
月
12
日
～
3
月
6

日
の
間
で
、
お
お
む
ね
週
１
回
金
曜

日
、
午
後
1
時
～
2
時
30
分

●
参
加
費　

４
６
０
円（
傷
害
保
険
料
）

●
定
員　

各
会
場
30
人
（
先
着
順
）
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
新
規
の
人

を
優
先

祉

福

康

健
食
を
育
は
ぐ
くむ
つ
ど
い

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

12
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手

当
法
」の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

問
健
子
ど
も
支
援
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

足
腰
ら
く
ら
く
体
操
教
室
（
後

半
コ
ー
ス
）
参
加
者
募
集

問
健
介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
３
２
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

節
目
年
齢
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

●会場・申し込み先
15
ペ
ー
ジ
の

「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定
ク
イ
ズ
」

の
答
え

問
題
1
…
②　

問
題
2
…
④

問
題
3
…
④　

問
題
4
…
②

会場 申込先電話番号 検診日

豊科保健センター 72・9970 平成 27 年
2 月 2 日（月）・3 日（火）・4 日（水）

三郷保健センター 77・9111 2 月 5 日（木）・6 日（金）

堀金保健センター 73・5770 2 月 9 日（月）

明科保健センター 81・2251 2 月 10 日（火）

穂高保健センター 81・0711 2 月 12 日（木）・13 日（金）・15 日（日）
16 日（月）・17 日（火）
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個人事業税の後期分は 12 月 1 日（月）までに

個人で事業を行っている皆さん、個人事業税の後期分の納期
限は 12 月 1 日（月）です。忘れずに納期限までに納めましょう。

納税には、便利な口座振替制度もありますので、ぜひご利用
ください。なお、これから手続きをされる人の振替は、来年度
の前期分（納期限：平成 27 年 8 月 31 日）からとなります。

問松本地方事務所税務課課税第一係（440・1908）

公園での犬の飼い主マナー

公園内に犬のフンを放置すると、公園を利用する皆
さんに迷惑が掛かります。犬のフンは必ず飼い主が責
任を持って持ち帰り、可燃ゴミとして処理しましょう。

問豊都市計画課公園緑地係
（472・3111 ㈹ 672・3569）

１
日
以
降
は
、
表
1
・
2
の
と
お
り
税

率
20
％
（
所
得
税
15
％
、
市
県
民
税
5

％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
市
県
民
税
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
延
長
・
拡
充

市
県
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
、
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
4
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日

に
居
住
を
開
始
し
た
人
で
、
住
宅
取
得

時
の
消
費
税
が
8
％
ま
た
は
、
10
％
の

場
合
は
、
控
除
限
度
額
が
表
3
の
と
お

り
拡
充
さ
れ
ま
す
。

地
方
法
人
税
（
国
税
）
を
創
設

法
人
市
民
税
は
、
市
内
の
事
業
所
や

事
務
所
な
ど
が
あ
る
法
人
に
課
税
さ
れ

る
税
で
す
。
平
成
26
年
度
税
制
改
正
で

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
図
１
の
と
お

り
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
に
よ
り

地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

上
場
株
式
等
に
か
か
る
譲
渡
所
得
お
よ

び
配
当
所
得
等
に
か
か
る
軽
減
税
率
が

廃
止上

場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
お
よ
び
配

当
所
得
に
か
か
る
10
％
軽
減
税
率
（
所

得
税
7
％
、
市
県
民
税
3
％
）
の
特
例

措
置
は
、
平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
１
月

任
と
し
て
弁
償
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
臭
気
規
制
の

見
直
し
に
伴
い
市
民
・
事
業
者
を
対
象

に
4
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
規
制
は
事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
悪
臭
に
対
し
て
一
定
の
基
準
を
設
け

る
も
の
で
す
。

例
年
、
12
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
、

凍
結
に
よ
る
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
の

破
損
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

急
な
寒
波
な
ど
で
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
4
度
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
っ

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
冬
期
に

は
必
ず
水
道
管
な
ど
の
防
寒
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。　

●
凍
結
し
や
す
い
箇
所

▽
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

▽
建
物
の
北
側
の
水
道
管
、
蛇
口

▽
風
当
た
り
の
強
い
場
所	

▽
水
道
メ
ー
タ
な
ど

●
凍
結
防
止
対
策

▽
管
の
露
出
部
分
に
凍
結
防
止
帯
や
保

温
材
な
ど
を
巻
く

▽
長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
、
蛇
口
を

開
い
た
ま
ま
不
凍
栓
を
閉
じ
る

※
水
道
メ
ー
タ
は
市
が
貸
与
し
、
日
常

の
管
理
は
使
用
す
る
皆
さ
ん
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
凍
結
防
止

対
策
を
行
わ
ず
に
水
道
メ
ー
タ
が
破

損
し
た
場
合
は
、
使
用
者
の
管
理
責

制

税

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

法
人
市
民
税
の
税
率
改
正
等

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

主
な
税
制
改
正

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

お
忘
れ
な
く
！

水
道
の
凍
結
防
止
対
策

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
１
７
６
）

臭
気
規
制
の
見
直
し
に
伴
う

市
民
・
事
業
者
説
明
会

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

※平成 26 年 4 月 1 日から 29 年 12 月 31 日までの控除限度額は、消費税等の
税率が 8％または 10％である時期に住宅を取引した場合に限られ、それ以外
の場合での控除限度額は現行と同様です。

※所得税の住宅ローン控除を受ける人（平成 26 年から 29 年までに入居する人）
のうち、所得税から控除しきれない金額がある場合は、翌年度の市県民税にお
いて住宅ローン控除が適用されます。

●住宅ローンの特別控除限度額（表 3）

●上場株式等の譲渡所得等にかかる税率（表 1）

●説明会日程

●上場株式等の配当にかかる税率（表 2）

●法人が負担する税額の内訳（図１）

●法人税割の税率（表１）

●予告申告の法人税割額計算式

納税義務者 改正前 改正後

資本金等の額が
１億円未満の法人 13.90% 11.30%

資本金等の額が
１億円以上の法人 14.70% 12.10%

前事業年度の法人税割額× 4.7÷前事業年度の月数

改正前 法人住民税

改正後 法人住民税 地方法人税
（国税）※

平成 22 年度～ 26 年度 平成 27 年度以降
10％

（市民税 1.8％、県民税 1.2％、所
得税７％）

20％
（市民税 3％、県民税２％、所得税
15％）

平成22年度～26年度 平成27年度以降

金融商品取引業者
等を通じた売却等

10％
（市民税 1.8％、県民税
1.2％、所得税７％） 20％

（市民税 3％、県民税２
％、所得税 15％）

上記以外の売却等
20％

（市民税 3％、県民税２
％、所得税 15％）

税
率
改
正
お
よ
び
予
定
申
告
の
特
例

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
26
年
10
月
１
日

以
後
に
開
始
さ
れ
る
事
業
年
度
か
ら
、

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
が
表

１
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

特
例
と
し
て
平
成
26
年
10
月
１
日
以
後

最
初
に
開
始
さ
れ
る
事
業
年
度
の
予
定

申
告
に
限
り
、
次
の
計
算
式
の
と
お
り

経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

改正前 改正後

居　住
開始日

平成25年
12月31日以前

平成26年
1月1日～3月31日

平成26年4月１日
～平成29年12月
31日

控　除
限度額

所得税の課税総所
得金額の 5％

（最高 97,500 円）

所得税の課税総所
得金額の 5％

（最高 97,500 円）

所得税の課税総所
得金額の７％

（最高136,500円）

※地方交付税として地方自治体に配分
※法人住民税（市県民税）の引き下げられた税率分は

地方法人税として課税されるため、法人の負担は原
則として変わりません。詳しくは管轄の税務署にお
問い合わせください。

せ

ら

知

お

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
材
を
入
れ
、
口
を

し
っ
か
り
閉
じ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
水

道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
る
こ

と
も
効
果
的
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
暖
房
機
器

は
生
活
の
必
需
品
で
す
。
危
険
な
使
い

方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▽
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

▽
暖
房
機
器
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ボ
ン
ベ
を
置
い
て
い

ま
せ
ん
か
。

▽
就
寝
時
に
暖
房
機
器
の
電
源
を
消
し

て
い
ま
す
か
。

▽
た
こ
足
配
線
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
を
し
て
安
全
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

日時 場所

12月12日（金）　午後1時30分～ 明科公民館講義室 1・2

午後7時～ 穂高支所大会議室

12月13日（土）　午後1時30分～ 三郷農村環境改善センター（JA 温支所
西側）

午後7時～ 豊科ふれあいホール

10 月分の空間放射線量

穂高庁舎で測定された値は健康に影響のないも
のでした。詳しくは市ホームページをご覧くださ
い。
問穂環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

10/1（水） 10/7（火）10/14（火）10/21（火）10/28（火）

穂高庁舎 0.1 0.09 0.1 0.1 0.09
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生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
た
場
合

に
、
市
で
は
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
・
25
年
度
の
補
助
制
度
を

利
用
し
、
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た

家
庭
１
７
９
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
１
２
２
世
帯
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

平
成
27
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
は
、「
名
簿
記
載
通

知
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
平
成
27
年
2
月
ご
ろ

か
ら
平
成
28
年
2
月
ご
ろ
ま
で
の
間

に
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
ま
だ
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す

ぐ
に
裁
判
所
に
出
掛
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
候
補
者
名
簿
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら

れ
る
の

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基

に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
27
年
分
の
登
録
人
数
は
、
全
国

で
23
万
３
８
０
０
人
で
す
（
有
権
者
約

４
４
５
人
に
１
人
）。

 

Ｑ
裁
判
員
候
補
者
は
辞
退
で
き
る
の

裁
判
員
制
度
は
、
特
定
の
職
業
や
立

場
の
人
に
偏
ら
ず
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
の

で
、
原
則
と
し
て
辞
退
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
事
情
が
認
め
ら
れ
れ
ば
辞
退

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
候
補
者
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
公
に
し

て
い
い
の

裁
判
員
等
で
い
る
間
、
裁
判
員
等
に

選
ば
れ
た
こ
と
や
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
公
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
「
公
」
と
は
、
出
版
、

放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
掲
載

な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
状
態
を
い
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
家
族
や
親
し
い
人

に
話
し
た
り
、
上
司
に
裁
判
員
等
に
な

っ
た
こ
と
を
話
し
て
休
暇
を
申
請
し
た

り
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

uhttp://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

uhttp://w
w

w
.courts.go.jp/

問
安
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
９
２
６
６
）

生
ご
み
処
理
機
を
使
っ
た

エ
コ
ラ
イ
フ

皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か

生ごみを可燃ごみとして
出す量は減りましたか

生ごみ処理機を使うこと
を人にお薦めしますか

多くの家庭で生ごみ処理機を導
入し、少しでもごみの減量につ
ながると良いと思います。

週に 2 回出していたごみ
が週に 1 回に減りました。

購
入
者
の
声

シ
ン
ク
に
直
接
接
続
し
て
あ
る
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
タ
イ
プ
を
使
用

5
人
家
族
で
毎
日
稼
働
し
、
2
カ
月

に
１
回
取
り
出
し
て
い
ま
す
。
生
ご

み
を
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
た
め
て
お
く

必
要
が
な
い
の
で
、
キ
ッ
チ
ン
に
清

潔
感
が
あ
り
ま
す
。
音
も
あ
ま
り
気

に
な
り
ま
せ
ん
。

花
村
奈
津
美
さ
ん
（
堀
金
烏
川
）

生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
費
補
助
金

生
ご
み
処
理
機
器
▽
処
理
量
5
㌔
㌘

未
満
／
日　

購
入
費
の
2
分
の
1

限
度
額
3
万
円
▽
処
理
量
5
㌔
㌘

以
上
／
日　

購
入
費
の
2
分
の
１

限
度
額
10
万
円　

※
詳
し
く
は
、
廃
棄
物
対
策
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

置
き
型
乾
燥
式
タ
イ
プ
を
使
用

3
人
世
帯
で
、
2
・
3
日
に
１
回
、

夜
間
に
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
大
き
い
生
ご
み
を
細
か
く

す
る
手
間
は
あ
り
ま
す
が
、
臭
い
も

な
く
、
コ
バ
エ
な
ど
が
発
生
す
る
こ

と
も
な
い
の
で
非
常
に
衛
生
的
で
す
。

仁
科
明
美
さ
ん
（
堀
金
烏
川
）

裁
判
員
制
度　

11
月
中
旬
に

平
成
27
年
分
の
名
簿
掲
載
通
知
を
発
送

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

省エネ対策、地球温暖化対策

緑のカーテンコンテスト
受賞作品発表

地形・地質がつくる重要な自然環境
蝶ヶ岳とその周辺

蝶ヶ岳の稜線には断層活動でつくられた
線
せんじょうおうち

状凹地（溝状の地形） が発達しています。
この凹地には冬に雪がたくさん溜まり、雪
解けも遅くなります。その結果、高山で普
通に見られる植生分布とは逆のものが凹地
の周辺に現れます。

北アルプスでは年間を通した降水量・気
温・風速などの条件で、植生は標高が高く
なるにつれて、オオシラビソなどの高木か
らハイマツを中心とする地面を這

は

う低木、
さらに草原、裸地へと移り変わります。

この垂直分布が線状凹地の中では、低所
から高所に向かって、裸地、草原、ハイマ
ツを中心とする植生、オオシラビソやダケ
カンバが混じる植生となっているのです。
このことを植生の逆転と呼びます。

線状凹地は登山道から外れていますの
で、人間によるかく乱を受けていない植生
が保存されています。
（環境審議会委員　浅川行雄さん）

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み

運転免許更新　
特定任意講習会

運転免許更新者を対象に特
定任意講習会を開催します。
優良運転者は受講する必要
はありません。この講習を
受けると、更新時の講習は
免除されます。

日：12月11日（木）
午後 7 時～ 9 時

（受付　午後 6 時
30 分～）

場：穂高支所　
　大会議室

対：12 月 12 日から平成 27 年
6 月 11 日までの間に運転免
許を更新する人。70 歳以上の
人・更新時に 70 歳になる人は、
受講できません。

費：1,500 円（お釣りのいらな
いようにご協力ください）

申：安曇野交通安
全協会（472・
2263）

※運転免許証・筆
記用具持参

夏場の日差しをさえぎり、室内の温度上昇を抑えることで節
電効果も期待される緑のカーテン。省エネ対策、地球温暖化対
策の一環として緑のカーテンコンテストを開催し、皆さんから
この夏の成果を写真で応募いただきました。

今回 14 件の応募があり、審査の結果を写真とともにご紹介い
たします。市のホームページでも応募作品を掲載していますの
でご覧ください。

最優秀賞　
川岸憲市さん（三郷温）

「盛夏」

優秀賞　
ユアサ電器（株）（穂高）

「緑のナイアガラ」

優秀賞　
丸山志賀子さん（三郷温）

「土蔵の日よけ」

問穂環境課環境政策係（482･3131 ㈹ 682･6622）

おすすめ
したい
74％

わからない
おすすめ
できない他
26％

変わらない
　　　15％

減った、減っ
た気がする
85％
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子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
り
、
吐
い
て

苦
し
そ
う
に
し
た
り
し
て
い
る
と
心
配

に
な
り
ま
す
ね
。
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼

児
は
、
で
き
れ
ば
重
い
症
状
に
な
る
感

染
症
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。
感
染
症

を
予
防
し
て
、
元
気
に
冬
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

感
染
を
予
防
す
る

ま
ず
は
、
病
原
体
が
体
内
に
入
る
こ

と
を
阻
止
し
て
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

①
感
染
症
の
流
行
っ
て
い
る
時
期
は
人

混
み
を
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ

う
。
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
換
気

を
し
た
り
、
マ
ス
ク
を
付
け
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

②
手
を
介
し
て
口
、
目
、
鼻
な
ど
の
粘

今
回
は
腰
痛
予
防
・
改
善
の
た
め
に
、

取
り
組
ん
で
欲
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
2
つ
紹
介
し
ま
す
。

●
も
も
裏
～
ふ
く
ら
は
ぎ
を
伸
ば
す

<

実
施
方
法>

①
椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、
頭
を
上
げ
て

姿
勢
を
良
く
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る

方
の
脚
を
前
に
伸
ば
す
。

②
床
に
か
か
と
を
付
け
て
、
つ
ま
先
を

天
井
に
向
け
る
。

③
①
②
の
姿
勢
を
保
っ
た
ま
ま
、
写
真

の
よ
う
に
脚
の
付
け
根
か
ら
、
ア
ゴ

を
前
に
突
き
出
す
よ
う
に
少
し
身
体

を
前
に
倒
す
。

※
目
線
を
下
げ
な
い
よ
う
に
注
意

膜
か
ら
体
内
に
病
原
体
が
入
り
ま

す
。
手
を
良
く
洗
っ
て
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
を
洗
い
流
す
習
慣
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

免
疫
の
学
習

子
ど
も
は
病
原
体
（
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
）
と
闘
う
こ
と
で
、
抗
体
を
作
り
、

次
に
か
か
っ
た
時
に
素
早
く
や
っ
つ
け

る
「
免
疫
」
の
学
習
を
し
て
、
感
染
に

強
い
体
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
て
6
カ
月
頃
ま

で
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
抗
体

で
自
分
の
体
を
守
り
ま
す
が
、
そ
の
後

は
自
分
自
身
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
免
疫
の
学
習
を
繰
り
返

し
、
4
歳
ご
ろ
に
は
、
大
人
並
み
の
抗

体
を
つ
く
る
「
免
疫
力
」
を
付
け
ま
す
。

感
染
か
ら

免
疫
の
獲
得
ま
で

病
原
体
の
入
口
に
な
る
の
は
、
口
や

●
お
尻
の
筋
肉
を
伸
ば
す

<

実
施
方
法>

①
椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、
脚
を
組
み
膝

の
上
に
く
る
ぶ
し
が
く
る
よ
う
に
す

る
。

②
頭
を
上
げ
て
姿
勢
を
良
く
す
る
。

③
背
中
を
丸
め
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
、
ア
ゴ
を
前
に
突
き
出
す
よ
う

に
少
し
身
体
を
前
に
倒
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
時
は
、
ゆ
っ
た

り
と
呼
吸
を
し
な
が
ら
、「
気
持
ち
い

い
」
と
思
え
る
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
っ
く
り

と
伸
ば
し
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
15
秒

キ
ー
プ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
動
作
を
2

～
3
回
繰
り
返
し
ま
す
。

鼻
、
喉
、
気
管
支
、
そ
し
て
胃
腸
等
の

粘
膜
で
す
。

粘
膜
は
、
病
原
体
を
ド
ロ
ッ
と
し
た

粘
液
を
出
し
て
包
み
こ
み
、
外
に
出
そ

う
と
バ
リ
ア
の
働
き
を
し
ま
す
（
く
し

ゃ
み
や
鼻
水
、
痰
、
咳
の
症
状
）。
体

内
に
入
っ
た
病
原
体
は
、
胃
酸
で
破
壊

し
、
腸
で
粘
液
を
出
し
て
素
早
く
外
に

出
そ
う
と
し
ま
す
（
下
痢
や
お
う
吐
の

症
状
）。
排
除
し
き
れ
な
か
っ
た
病
原

体
は
血
液
中
の
白
血
球
や
リ
ン
パ
球
が

攻
撃
し
ま
す
（
腫
れ
た
り
熱
が
出
た
り

す
る
炎
症
症
状
）。

そ
し
て
「
抗
体
」
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
同
じ
病
気
に
か
か
り
に
く
く
な

り
、
ま
た
、
か
か
っ
て
も
重
症
化
し
な

い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
は
こ

の
能
力
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
病
気
に
か
か
る
こ
と
で
体

は
闘
い
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
特
別

な
病
気
が
な
け
れ
ば
、
普
段
の
生
活
の

中
で
極
端
に
外
出
を
控
え
た
り
、
過
度

に
抗
菌
、
消
毒
に
こ
だ
わ
っ
た
り
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
病
原
体
の
型
が
変
化
し
や
す
い
風
邪

等
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
抗
体
が
作
ら
れ

な
い
た
め
、
何
度
も
か
か
り
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト

①
日
ご
ろ
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、

睡
眠
を
と
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

②
毎
日
の
食
事
（
離
乳
食
、
幼
児
食
）

か
ら
た
ん
ぱ
く
質
や
色
の
濃
い
野
菜

（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
葉
酸
）を
取
る
こ

と
で
粘
膜
を
鍛
え
、
白
血
球
や
リ
ン

パ
球
、
抗
体
な
ど
、
か
ら
だ
の
細
胞

を
元
気
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

咳
や
発
熱
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、

免
疫
細
胞
も
弱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
痢
や
お
う
吐
が
続
く
と
、
栄
養
が
と

れ
ず
回
復
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

ち
ょ
こ
っ
と
運
動
で
イ
キ
イ
キ
生
活

今
月 の

レ
シ ピ

紹介者　農村生活マイスター　

小口　豊子さん
（豊科南穂高）

小松菜の白和え

小松菜をはじめ、緑の濃い葉っぱの野菜には、人間の体を良
い状態に保つための栄養素（ビタミン A、鉄など）がたくさん
含まれていますので、毎日食べてほしいものです。

小松菜は、種をまいてから 30 日ほどで収獲できます。プラン
ターを使って、家の中で育てれば 1 年通して収獲することもで
きますよ。

材料（4 人分）
木綿豆腐　1/2 丁
小松菜　1 袋（10 束）
塩　ひとつまみ
　　すりごま（白）　大さじ 3
　　砂糖　小さじ 1
　　めんつゆ　大さじ 1

作り方
①豆腐をキッチンペーパーで包み、レンジ（600W）に 2 分かける。
②小松菜は、洗って根元を切りおとす。たっぷりの湯を沸かし、

沸騰したら塩を入れ、小松菜を茹でる。
③茹であがったら、水で冷やし、しっかり絞って 4㎝の長さに切る。
④豆腐をボールに入れ、泡立て器で細かくつぶす。
⑤③と④をａで和える。

ａ
�
�
�
�
�

足踏みをしたり、お風呂上りなど身体を
温めてから行うとより効果的です！

免
疫
力
を
高
め
て

感
染
症
を
予
防
し
よ
う

長
野
県
小
児
救
急
電
話
相
談

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
８
０
０
０

ま
た
は
、「
34
・
８
０
０
０
」に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
、
午
後
7

時
～
11
時
）

夜
間
の
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
対
処
に
戸
惑
う
と
き

や
、
医
療
機
関
を
受
診
す
べ
き
か
ど

う
か
判
断
が
難
し
い
と
き
に
、
応

急
対
処
の
方
法
や
受
診
の
要
否
な

ど
を
助
言
し
ま
す
。

ここ！

ここ！

①

①③

②

②

③
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12月（December）の予定
12月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

11日（木）	（予約日：４日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室 1
25日（木）	（予約日：18日（木））
場穂高支所　大会議室
13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約
平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

12月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

10日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは長野県中信労政事務所のホームページに

アクセスを。

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

12月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

19日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

7日（日） 14日（日） 21日（日） 23日（火・祝） 28日（日） 29日（月）歳末 30日（火）歳末 31日（水）歳末
堀 内 医 院
82-3324［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

塔の原　内川医院
81-2121［明科］

追分クリニック
82-2129［穂高］

内田歯科クリニック
71-4711［堀金］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

飯 島 歯 科 医 院
82-0306［穂高］

クリーン歯科クリニック
72-3398［豊科］

赤 羽 歯 科 医 院
77-2114［三郷］

飯 田 歯 科 医 院
73-7618［豊科］

かえで歯科医院
82-4105［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 23・29・30・31 日は除く

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 23・29・30・31 日は除く

場問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

18日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

１日（月）・★ 15日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
２日（火）・★ 16日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
３日（水）・★ 17日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
４日（木）・★ 25日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
５日（金）・★ 19日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	２・16日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
	４・18日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 ９日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	10・24日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
	 11日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談
精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

１日（月）・４日（木）・８日（月）・15日（月）・22日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

11・18・25日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

５日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

３・10・17日（水）　※ 3・17 日は家族会

場豊科交流学習センター「きぼう」2 階
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 1・8日（月）	 11：00 ～ 11：20
	クリスマスリース作り	 10日（水）	 10：30 ～
要予約 100円  定員：20組　★飾りたいものがあればお持ちください。

	 チャレンジタイム キャンドル作り	 13日（土）	 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  対象：小学生　定員：15人　★クリスマスキャンドルを作
ろう♪

	 お餅つき会 2色もち	 20日（土）	 10：30 ～ 13：00
要予約 100円  対象：乳幼児親子、小学生　定員：40組　持ち物：はし、皿、
飲み物　★お餅をついてくれるお父さん！お待ちしております。

	 ママキッズビクス	 25日（木）	 10：30 ～ 11：30
	 持ち物：飲み物、おんぶ紐、上履き（必要な方）

	育児相談	 26日（金）	 10：30 ～ 12：00★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク おやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
100円  持ち物：エプロン・飲み物　各日程の対象年齢：２日（火）は２歳児

以上、３日（水）は１歳児、４日（木）は０歳児。　★キッズパークは登録制です。
まずは児童館までご連絡ください（定員あり）

	 お年寄りの知恵袋 お餅つき	 ６日（土）	 10：00 ～ 12：00
	要予約 150円  対象：乳幼児・小学生　持ち物：エプロン・飲み物
★杵と臼で餅つきをしよう！

	勉強会・交通安全教室	 ９日（火）	 10：30 ～ 11：15
要予約  定員：30組　持ち物：飲み物　★着ぐるみや腹話術で楽しく学べる
交通安全教室です。

	 育児相談 	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00
	キッズパーク 	 16日（火）	 10：30 ～ 11：30クリスマス会（パネルシアター、歌）
100円  持ち物：飲み物　0歳～ 2歳児 3班合同　★キッズパークは登録制

です。まずは児童館までご連絡ください（定員あり）

	読み聞かせ （おはなしムーンさん）	 18日（木）	 11：00 ～ 11：30

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

	わらべうた 	 1・8・15日（月）	 11：10 ～
内山房子さん　わらべうたで遊んでゆったりとした時間を過ごしましょう。

	読み聞かせ	 5・19・26日（金）	 11：00 ～ 11：20
	 第1・4週はおはなしどりぃむさん 　第3週は坂井節子さん

	育児相談・身体測定 	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00身体測定は10：00 ～ 12：00。

	簡単！お正月リースづくり	 22日（月）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約  定員：30人　★お正月の松飾りを簡単にかわいく作っちゃおう！

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ	 １日（月）	 11：00 ～ 11：30
★パネルシアター・絵本手遊び

	キッズパーク 秋のおやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
100円  持ち物：エプロン、三角巾　各日程の対象年齢：２日（火）は２歳

児以上、３日（水）は１歳児、４日（木）は０歳児。  ★キッズパークは登録制
です（定員あり）。あらかじめ児童館までご連絡ください。

	 みんなあつまれ 観劇会＆餅つき会	 13日（土）	 10：30 ～ 12：00
100円  　定員：100 組　★劇団「こまねずみ」さんの楽しい劇・杵と臼

でお餅つき。

	育児相談	 15日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 ★相談予約受け付けます。直接児童館に連絡して下さい。

	キッズパーク クリスマス会	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30
100円  各日程の対象年齢：16日（火）は２歳児以上、17日（水）は１歳児、

18日（木）は０歳児。★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじ
め児童館までご連絡ください。※各年齢児合同で開催の場合あり。

	読み聞かせ（スマイルさん）	 19日（金）	 11：00 ～ 11：30
★パネルシアター・手遊びなど。

TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★穂高西部児童館

	キッズパーク おやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
100円  持ち物：飲み物　各日程の対象年齢：２日（火）は２歳児以上、３

日（水）は１歳児、４日（木）は０歳児。★キッズパークは登録制です（定員
あり）。あらかじめ児童館までご連絡ください。

	育児相談・身体測定	 ５日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	読み聞かせ（おはなしどりぃむさん）	 ８日（月）	 11：20 ～ 11：40
	 ★楽しいお話いっぱいです。

	みんなあつまれ！	 12日（金）	 10：30 ～ 11：30
	

クリスマスリースを作ろう
要予約 100円  　定員：20組　★サツマイモのツルのリースに素敵な飾り
付けをしよう♪

	キッズパーク クリスマス会	 16・17・18日	 10：30 ～ 11：30
100円  各日程の対象年齢：16日（火）は２歳児以上、17日（水）は１歳児、

18日（木）は０歳児。★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじめ
児童館までご連絡ください。

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク おやつ作り	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
各日程の対象年齢：２日（火）は２歳児以上、３日（水）は１歳児、４日（木）は０歳児。
★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじめ児童館までご連絡ください。

	キッズパーク クリスマス会	 ９日（火）	 10：30 ～ 11：30
０～２歳児３班合同。★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじめ児
童館までご連絡ください。

	子育て勉強会 心と身体の発達について	 19日（金）	 10：30 ～ 11：30
	講師：赤沼美奈子さん　定員：20人程度　★託児あり

	育児相談・身体測定日	 22日（月）	 10：30 ～ 12：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	 みんなあつまれ	 ６日（土）	 10：30 ～ 12：00わくわく観劇会＆お餅つき会
要予約 100円  定員：60人　持ち物：飲み物・はし（フォーク）　★劇団こ
まねずみさんによる劇「北風と太陽」やお餅つき体験。

	 キッズリユース おさがり会	 13日（土）	 10：30 ～ 11：15
★出品者は事前に申し込みの上、当日 10：15 までにお越しください。保育
園児や小学生の品物も受け付けます。

	読み聞かせ（おはなしどりぃむさん）	 17日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談・身体測定	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 相談員：荒深たつ子さん　★身体測定は 10：00 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク リズムあそび	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
持ち物：手ふき、飲み物　各日程の対象年齢：２日（火）は２歳児以上、３日（水）
は１歳児、４日（木）は０歳児。★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらか
じめ児童館までご連絡ください。

	キッズパーク クリスマス会	 9・10日	 10：30 ～ 11：30
100円  持ち物：手ふき、飲み物　各日程の対象年齢：９日（火）は２歳児

以上、10日（水）は１歳児、０歳児。★キッズパークは登録制です（定員あり）。
あらかじめ児童館までご連絡ください。

	 チャレンジタイム	 11日（木）	 15：00 ～
	

クリスマスミッション！
対象：小学生以上　★お待たせしました、ミッション第 2弾♪力を合わせて
クリアせよ！

	もちつき会	 20日（土）	 10：00 ～ 12：00
	要予約 100円  対象：小学生・乳幼児　定員：30組

★豊科中央児童館
	キッズパーク リズム遊び	 2・3・4日	 10：30 ～ 11：30
各日程の対象年齢：２日（火）は２歳児以上、３日（水）は１歳児、４日（木）
は０歳児。★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじめ児童館まで
ご連絡ください。

	 チャレンジタイム 縄リース作り	 ６日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：15組　持ち物：作品持ち帰り用の大
きな袋　★藁を使ってお正月飾り作り。

	 バスボム作り 100円  定員：15人	 10日（水）	 10：30 ～ 11：30
	 育児相談 相談員：小川原容子さん	12日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 卓球教室 対象：小学生	 13日（土）	 14：00 ～ 15：00講師：西村佐保子さん

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 15日（月）	 11：00 ～
	キッズパーク クリスマス会	 16・18日	 10：30 ～ 11：30
100円  各日程の対象年齢：16日（火）は 1歳児以上、18日（木）は０歳児。

★キッズパークは登録制です（定員あり）。あらかじめ児童館までご連絡ください。

	 チャレンジタイム クリスマス会	 20日（土）	 10：00 ～ 12：00
	要予約 150円  対象：小学生以上　定員：20人　持ち物：エプロン・三角巾・
飲みもの　★クレープを作って食べましょう。

TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］
高 橋 医 院
82-2561［穂高］
山 田 医 院
72-3207［豊科］
さとう歯科医院
81-5155［穂高］
土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］
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2014.11.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 98,743人（	－27）

	男 	 47,870人（	－2）

	女 	 50,873人（	－25）

世帯 	 38,181世帯（	＋31）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000
豊 科 支 所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL 0263-72-3111	 FAX 0263-72-8340
穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL 0263-82-3131	 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。
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。12月7日（日）開催日

●時　　間　午後１時から３時 30 分まで（開場：午後０時 30 分）

●場　　所　堀金総合体育館サブアリーナ

●内　　容

　①人権のつどい講演会（市民大学講座特別編）

講　　師　宮川俊二さん（キャスター）

演　　題　「ニュースキャスターから見た人権」

②ペープサート（紙人形劇）

③「人権の花運動」活動発表（人権啓発ネットワーク事業）

　・穂高西小学校、明南小学校の活動発表、感謝状贈呈

④人権作文コンテスト表彰式・作文発表

●託児受付　１歳以上対象、11 月 27 日（木）までに人権男女共同参

画課へお申し込みください。

●そ の 他　入場無料・事前申し込み不要・手話通訳あり、駐車場は

堀金総合体育館駐車場、堀金支所南側駐車場をご利用く

ださい。

問教育委員会（旧明科公民館）内生涯学習課（462・4565 662・3525）
本庁舎内人権男女共同参画課（471・2000 ㈹ 671・5000）

12 月４日（木）から 10 日（水）までは「第 66 回人権週間」
「人権週間」は、昭和 23 年 12 月 10 日に国際連合総会において世界人

権宣言が採択されたことを記念して制定されました。

この週間に合わせて市内でも啓発活動などが行われます。

▷ 12 月 1 日（月）～ 10 日（水）
「人権について考える県民運動強調旬間」

▷ 12 月 6 日（土）
人権擁護委員による啓発活動（ベイシアあづみの堀金店）

講師紹介
愛媛県出身。フリーア
ナウンサー。早稲田大
学卒業後、NHK 入局。
退職後、日本語講師を
経て、フジテレビ「ニ
ュース JAPAN」のキ
ャスターを務める。現
在、報道・情報番組な
どに数多く出演中。


